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６年生 修学旅行に行ってきました！

７月６日～７日，６年生が修学旅行に出かけました。今年度もコロナ禍であ
ることを踏まえ，登別方面で実施しました。太陽が味方をしてくれた２日間，
全員元気に全ての日程を終えることができました。ウポポイでは伝統舞踊，マ
リンパークニクスではイルカショー，伊達時代村では忍者ショーというよう
に，仲間とともに，様々な物を見て，触れて，学校の中では味わえない貴重な
経験をすることができました。心に残る思い出もたくさんできた様子です。 

祝 東五条小学校 開校７０周年！～学校の歴史紹介 

校章について 
校歌や校章は昭和２７年から変わらない東五条小学校のシンボル

です。校章は，校下の一般の方からデザインを募集し，市在住の故高

橋北修画伯に制作を依頼したそうです。 

その形は，雪の六稜の結晶と雄々しく健やかに伸びていく児童の姿

を柏の葉に託して,校名の「東」を中央に大きくとり，更に中央の円

形に「五」を表現しています。 

開校７０周年の節目に「歴史」の意味を考える 

校長 三 浦 一 路 

朝晩はきりっと引き締まる寒さですが，日中はうららかな秋の日差しも感じます。
大雪山では紅葉が見ごろを迎えているようです。もうすぐ麓にも紅葉の便りが  
聞こえてきそうですね。 
 そのような美しい季節の中，本校は１０月１日(土)に７０回目の開校記念日を迎え
ました。昭和２７年４月１日に東五条小学校として開校はしましたが，まだ校舎は
なく，明星中学校や正和小学校，大成小学校や中央小学校の校舎で学習を進め，  
赤レンガの新校舎で授業を開始した１０月１日を開校記念日としています。本校の
歴史を刻んだ沿革ボードには，開校の経緯や当時の最先端校舎について次のような
記述があります。 

学校沿革史でも，学校開設に向けた地域住民の皆様の嘆願の様子等が綴られて 
おり，終戦後 7 年目に多くみなさんの願いを受けて誕生した本校の歴史の重みを  
改めて感じます。 

６年生社会科の歴史の学習を始める際に，私はいつも歴史を学ぶことの意味を 
子供たちと考えるようにしています。例えば，今自分が存在するためには，戦国  
時代に何人の先祖が必要か考えさせます。桶狭間の戦いのあった約４６０年前を 
２３世代前と考えると 223 なので約８４０万人です。その中の誰か一人でも，子孫
を残す前に戦や病気で命を失っていたら，自分は今存在していないのだということ
から，子供たちは，歴史は遠い過去の他人事の物語ではなく，自分の存在につなが
る学習なのだと気付いていきます。 
東五条小学校も，設立を強く願い，最新式の校舎となるよう多額の寄附で建設費

を補助してくれた地域の人たち，伝統を築き，受け継ぎ，脈々と私たちにつないで
くれた先輩方や先生たちの営みがあって，私たちの学び舎が存在しています。 
そんな歴史の意味を考えられる，東五条小学校７０周年になるといいと思います。 

結びになりましたが，開校７０周年に際し，地域住民の皆様のご厚志による  
「東五条小学校教育基金」より，新しい校旗や沿革史ボード等を贈呈していただき
ました。地域，保護者の皆様のご期待に応えられるよう，今後も子供たちの夢と  
希望への挑戦を全力で支えてまいります。たいへんありがとうございました。 
 

大変ありがとうございました 

新旭川市民委員会様より，児童を交通事故から守るために，校
区各所に交通安全を伝える立て看板を設置していただきました。
児童の命を守るため，地域の安心・安全のためにご尽力いただき，
大変感謝しています。 
また，９月２７日には，児童下校時に，安全確保の見守りをし

ていただきました。ありがとうございました。 

旧校舎では･･･ 
最初の校舎では，屋上を使うことができました。春に，屋上で縄跳

びをしている児童の写真が残っています。また，冬の暖房は，暖かい

ペチカ。レンガの校舎と，このペチカが自慢の学校だったそうです。 

酒井新旭川地区経済界代表様に寄贈いただいた旧校舎の模型が，玄

関に設置されています。旧校舎の様子を知る貴重な物です。保護者の

皆様も，来校の際に，是非ご覧ください。 

１０年後の未来へ 
 ７０周年という節目を迎えた今年，現在，在校している児童が，１０

年後，開校８０周年に向けて「未来の自分」へ手紙を書きました。今後，

タイムカプセルに封入し，１０年後，２０３２年に，開封する予定です。

五条っ子の１０年後の輝く姿！とても楽しみです。 

 当地区には，戦前，農地が多く，市の中心部に近接している割には人口が少なく，小学校は

なかった。当地区の児童は，市の中央部にあった中央か大成，パルプ町にあった正和のいずれ

かに通学していた。しかし，戦後急激な旭川市の発展とともに，当地区の人口が膨らんだこと

から住民の強い要望が高まり，昭和２７年に煉瓦建てで屋上広場，ペチカ，水洗式トイレを  

備えたモデルスクールとして本校が誕生した。校名の「東五条」は地名にちなんで付けられた。 

開校記念の旗行列。場所の記載がないのですが，

お分かりになる方は，ぜひ学校にご一報を…。 

開校５年目には体育館やグラウンドなど，全てが

整いました。周囲はまだ農地に囲まれています。 


